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大 高 妃 


Vol.Z6 / 2011/02/02 


今週 号 の マギ も 引き 続き シン ドリ ア 王 国 を 舞台 に お 届け し ます 。 

画像 は 、 デ ザイ ン を 切っ た も の の 今週 号 で 1ー2 コ マ し か 描く 機会 の な か っ た シン ド バ ッ ド で す 。 
勿体 な い の で ここ に .… 間 
信 際 の 国 の リ 人 
さて 、 先 週 号 か ら 新 し い キ ャ ラク ター た ち が 少 し ずつ 表 に 出 始め て いま す 。 

新しい キャ ラク ター た ちの 内 、2 名 程 は アラ ビア ン ナ イト 原典 の 方 か ら 名 前 を 借り て いま す 。 

先週 号 の ヤム ライ ハ も その 1 人 な の で す が 、「 ヤ ムラ イハ 」 と いう 名 前 が 本 に よっ て 出 て いた り 出 て いな か っ 
た りす る の で 、 元 ネタ を 探し 辛い か も 知れ ませ ん が 、 興 味 の あ る 方 は ぜひ 探し て みて くだ さい ね ! 


因みに ヤム ライ ハ は 績 紅玉 と 能力 が ( 水 使 い ) 被っ て いる の で 、 外 見 の 印象 まで 被 ら な いよ うに する の に 苦 
労 し まし た 。 
両者 の 大 体 の イメ ー ジ を 固め る 時 に 参考 に し た の は 、 練 紅玉 は 乙姫 、 ヤ ムラ イハ は 人 人 魚 姫 で す 。 
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